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予選 Qualifying

いよいよフォーミュラ2年目となる今年。
「昨年よりも上の順位で、表彰台圏内へ」
成長した姿を見せるんだ！と意気込んで挑んだ予選。
目標は44秒台に入れる事。
合同テストで自己ベストは、1,45,1とあと少しで壁が越えられず
にいました。

44秒台は目指す、ただ自分を追い込み過ぎず、思いっきり後悔し
ないように走るんだと、心を決めてコースイン。

大切にタイヤを温めながら、6周目に1,45,00自己ベストを更新！
ですが、私の目標は44秒台。あと0,1秒

一つ一つのコーナーを集中して、8周目、1,44,6と自己ベスト更
新！そしてこの時のトップタイムは1,44,3。走っていて、トップと
やっと近づけた！と思いながらストレートに帰ってくるとトップ
タイムは1,43,6に変わっており強い衝撃を受けたことが今でも覚
えています。
やっと44秒入ったのに43秒を出しているイメージがつかず…
そのままベストは伸びず14位で終了。

その時の予選は1位から15位までコースレコード更新と非常にレ
ベルの高さを感じました。 PHOTO BY 増田義隆様



SPRINT Race

昨年よりも順位的には落ちてしまい非常に落ち込みました。
しかし、トップとの差は縮まっていること、自己ベストタイ
ムはきちんと更新できたこと、レコードだってみんなと同じ
ように出せたんだ！と言い聞かせてスプリントレースへ。

ローリングスタートによりレースが始まった。
1コーナーに行くまでに後ろの車両がフライングし、抜かれ
たが、冷静に見ていたため焦ることはありませんでした。

その後もAコーナーでスピン車両がいたりと混乱はありまし
たが、巻き込まれることなくポジションを上げながら通過し
ます。

後ろの車両が迫ってくるプレッシャーを感じながら、予選の
時に出来ていなかったことを克服しようと意識をしますが、
リアの不安定さにどうも慣れずに思いっきりいけません。
これを何とか腕でカバーしよう！という気持ちが上手く繋が
らず、「抜かれたくない！」という気持ちから焦りにつな
がってしまうばかり。
最終的に抜かれてしまい、一つポジションを上げて13位にて
チェッカーを受けました。
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FINAL Race

悔しすぎるSPRINT Raceの結果に、オフシーズンにやってきたことは全て間違っていたのか？意味がなかったのか？と疑心
暗鬼になりますが、時間は止まってくれません。
自問自答を繰り返しながら、最終的に「努力しても実る可能性は低いけど、努力しなければ実ることすら無くなってしま
う」ことにたどり着き、今を受け入れて、やるしかないと開き直ることが出来ました。

とりあえず、昨日みたいな縮こまったレースじゃなくて、覚悟を決めて、思いっきり走りたい。
オフシーズンで学んだバトル時の距離感だったりやり方だったり、今の課題も全部生かせる事を言い聞かせてグリッドへ。

スタートすると何か吹っ切れたような感覚があり、「弱さを見せない！」という気持ちから、最後までバトルを諦めず、課
題としてきたことが少し体現出来たかな？と思います。
前半のペースは上位の団体と付いていけ、後半は守りのバトルになりましたが、最後まで守り切ることができ、心も最後ま
で折れずに戦い抜けたところは良かったと思います！
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さいごに

中々想像どおりに上手くいかずにもどかしいレースでした。

気持ちを込めて準備して、練習してきたからこそ、すごく悔しくて、もう駄目なのかな、、、と思ってしまいそ
うになった。

ただ、自分は頑張ってから結果が出るタイプだから、諦めなければ何かいいことはあるはず。

応援してくださる皆さんがいるからこそ、その気持ちを踏みにじりたくないし、絶対に一緒に喜べる日が来るこ
とを信じて、
喜べる日を自分で手繰り寄せて、
しっかり走って実を結んでいこうと決めたレースでした。

苦しい日があるからこそ報われたときの素晴らしさをみんなに伝えて共有できるように、次戦に向けて努力を積
んでいきます！

応援ありがとうございました
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NJK

Supported by

銀座筑波ビル
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